
●道路橋示方書（H24)対応
●建築基礎構造設計指針（液状化の程度に対応）
●港湾の施設の技術上の基準・同解説（H19年改訂版）」対応
●制限値拡張
●ひずみ依存曲線（G-γ曲線）のＣＳＶファイルの入出力

過去のバージョンアップ内容 Ver.15 (2012年8月リリース) 

LIQUEUR（リキュール）Ver.17 
新たに２つの液状化判定基準に対応

液状化判定システム（地震応答解析対応）

過去のバージョンアップ内容 Ver.1６(201６年９月リリース) 

高圧ガス保安協会『高圧ガス設備等耐震設計基準』（２０１2年）

・ボーリングデータ連携にて、国土交通省「地質・土質調査成果電子納品要領」のボーリング交換用デー
タ(XML,DTDファイル)が利用できるようになりました。

・最新のWindowsアプリケーションで標準化されている メニューのリボン化に対応することで、より使い易
いインターフェイスにいたしました。

・マウス右クリックでコピーできるようになりました。範囲の開始位置と終了位置の設定、貼り付け、削除を
マウス操作のみで行えます。 （既存機能のCtrl＋Ｖも利用できます。）

高圧ガス設備等耐震基準のモデル例

マウスによるコピー選択画面コピー範囲選択例（黒塗範囲）

●河川構造物の耐震性能照査指針・解説 -Ⅱ.堤防編- （平成２８年３月）に対応
河川堤防の液状化対策工法設計施工マニュアル（案）（平成９年２月）に対して、以下を変更しています。

・地盤の水平震度
・繰り返し三軸強度比ＲＬ（RL計算式、Ｎａ計算式、ＣＦＣ計算式）
・ 地震動特性による補正係数Cw
・液状化対象地層の判断（沖積層のみ、粘土層の判定）

●宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針・同解説(案）（平成２５年２月）に対応
二次判定手法、三次判定手法に対応しています

●日本道路協会『道路土工-軟弱地盤対策工指針 』(H24年度版) に対応
設計水平震度の標準値が道路橋示方書（H24）と一部異なります。

●ＦＬＩＰ最新版（ユーザー版Ｖｅｒ７．２．３、コンソーシアム会員版７．３．０）に対応しました。

ＦＬ値法による液状化の判定を行います。設計水平震度の標準値が道路橋示方書（H24）と異なります。

日本建築学会『建築基礎構造設計指針』（２０１９年版）

フル機能版、機能限定版対応

ＦＬ値法による液状化の判定を行います。２００１年版より以下が変更となっています。
・液状化程度の指標Dcyの単位を「ｍ」に変更
・対応する震度の補正Ｎ値Ｎaの算定式の一部変更 ＣN＝√98/σz’  ⇒ ＣN＝√100/σz’ 

液状化判定計算の機能強化 フル機能版、機能限定版対応

・複数ケースの液状化判定を同時に実施できるようになりました。
・液状化判定時に地震応答解析の測定深さと液状化判定の地層
区分を別々に設定できるようになりました。
これにより、地震応答解析のために細分化した層区分を同一地
層としてまとめて表示することができるようになりました。

・港湾の施設の技術上の基準・同解説(H19年、H19年改訂版)
において、盛土、切土等により地表面の高さが変わる場合の対応
として、上載荷重を等価N値および相対密度Dr算定時の有効
上載圧にのみ考慮することができる機能を追加します。

インターフェイスの改善 フル機能版、機能限定版対応

地表面における水平震度ｋＨを
算定する係数を設定します。
設定項目
・地震動レベルに基づく係数
・重要度別補正係数
・地域係数
・地表面種別

全震度を設定すると
基準に従って検討す
べき震度全てについ
て検討を行います。

複数ケースの液状化判定を同時に実施 地震応答の測定深さと液状化判定の地層区分を別々に設定

拡
大

地震応答解析の機能強化 フル機能版

・周波数依存型減衰(FDEL法相当)の機能強化として、ひずみ評価時のファイルター機能を追加しました。
・有効応力解析用パラメータ作成において、パラメータを補完することでパラメータ算定の精度を向上しました。


